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研究成果の概要（和文）：2008年の政府の「留学生30万人計画」の発表以来、留学生に対する語学教育の充実が
緊急課題となっているが、本研究では近年注目を集めているユビキタス技術を活用したシームレス・モバイル語
学学習環境を構築し、留学生の授業外における自主的日本語学習の促進、効率的日本語学習の実現を目指した。
期間中にシステムの評価実験を実施した結果から、システムの有効性およびユーザの満足度の高さが検証され
た。成果発表として、国内外での学会発表およびジャーナル投稿を行った。広報活動として、国際会議における
interactive eventでのシステム紹介、及び国内でワークショップを開催しシステムの広報を行った。

研究成果の概要（英文）：Since Japanese Government put forward a “Plan for 300,000 Exchange 
Students” as a policy measure in 2008. Japanese language education for international students has 
turned out to be an urgent issue. In our research study, we have explored a seamless Japanese 
language learning using ubiquitous technologies to promote students’ autonomous out-of-class 
learning as well as to implement effective Japanese language learning environment. During the 
research period, we have conducted three experiments to examine the effectiveness of our system. The
 results of the experiments shows that our system has a high usability and users are satisfied with 
using it. We have promoted our system in an interactive session during the international conference.
 We have also held an international workshop to promote our system.

研究分野：教育工学

キーワード： 留学生　日本語学習　ラーニングログシステム　シームレス学習　モバイル学習　e-book
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１． 研究開始当初の背景 

2008 年の政府の「留学生 30 万人計画」の
発表以来、留学生数の拡大が多くの大学の
重要課題となっている。それに伴い留学生
に対する日本語教育の充実が緊急課題とな
っている。語学修得に要する時間は絶大で
ある。しかし授業時間数は限られている。
よって授業での学習時間不足を補うために
授業外での学習が必至となる。 

  近年著しい発展を遂げているユビキタス
技術、モバイル技術の教育的応用研究は今
世紀に入って目覚しい発展を遂げている。
日進月歩の技術の進歩に研究者も追従すべ
く研究の勢いは年々増してきている。本研
究もその流れの中に位置づけられる。更に,

近年注目されている学習環境として、授業
外と授業内の学習の継ぎ目をなくすシーム
レス学習環境が挙げられる。まだモバイル
技 術 が 発 達 す る 以 前 の 1994 年 に
ACPA(American College Personnel 

Association)が授業内と授業外の学習をリ
ンクさせる”seamless learning”の重要性
を指摘している。 

  また研究代表者は、SCROLL と呼ばれる
ラーニング・ログ・システム（国際会議で
Best Technology Design Paper Award 受
賞）を活用して、授業外学習の促進および
授業内外をリンクさせた効率的な単語学習
方法の提案を行ってきた。SCROLL は、学
習者の自主学習を支援するシステムとして
開発された。人は様々な場所で、様々な機
会に学習する。バラバラに存在しているそ
れぞれの学習を、システムが統合し、関連
付け、他の学習者と共有し、過去の学習を
クイズという形で学習者に思い出させるよ
う働きかけるようデザインされている (cf. 

図 1)。従って日本で生活しながら日本語を
学ぶ留学生が最も適したユーザとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ SCROLL を用いたシームレスな学習環境 

 

２． 研究の目的 

上述の背景に基づき、本研究の目的は、1)

どのように授業外での学習を促進すればよ
いか？ 2)どのようにすれば効率的な日本
語学習できるか？この二点の問題に注目し、
SCROLL に新たな機能を付加し、シームレ
ス・モバイル語学学習環境を構築し、留学
生の授業外における自主的日本語学習の促
進、効率的日本語学習の実現を目指し、そ
の効果を検証することである。 

 

３． 研究の方法 

１）現存する SCROLL システムに授業内と
授業外の学習をリンクさせる新しい機能を
付加するシステム開発と評価実験  

２）留学生を対象として日本語学習方法お
よびモバイル学習についてアンケート調査 

 

４． 研究成果 
1) H 26 年度に留学生を対象として日本語
学習方法およびモバイル学習についてウェ
ブアンケート調査（30 問。回答者：留学生
91 名）を実施した。日本語オノマトペ学習
に関する設問と回答結果を以下に示す。 
日本語オノマトペ学習に困難を感じない – 
８名(9%)、オノマトペ学習は特になにもし
ていない – 70 名(78%)、学習していると答
えた20名のうち17名は IT利用はなかった。
結果は⑪で報告。日本語のオノマトペは難
しいと感じているが何も学習はしていない
という回答者の比率が多かったことに注目
し、オノマトペ学習コンテンツをシステム
に導入した。 
2) 現存する日本語学習アプリケーション
および日本語学習サイトに関する知見を得
るため、それらを概観し、国際会議で発表
した (②)。また②の内容を更新し、ジャー
ナルに投稿した(JALT のジャーナル TLT 
Wired の採用結果待ち）。 
3) シームレス学習シナリオに関して反転
授業をパイロット的に授業で導入し、授業
外学習と授業内学習の導入タイミングにつ
いて考察し、国際会議で発表した (①④)。 
4)システムの評価実験(1) 
SCROLL システムにオノマトペ学習コンテン
ツをログとしてアップロードし、留学生対
象にパイロット評価実験を実施。５段階式
アンケート結果で、使いやすさ– 4.4、役立
ち度合– 4.8、インターフェース– 4.6 と高
評価を得た(⑪)。 
4)システムの評価実験(2) 
システム内にepubと呼ばれるebookシステ
ムを構築し、授業外と授業内の学習を効果
的に関連付ける工夫を行った。図２にシス
テムの概要, 図３に学習シナリオを示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2  システムの概要 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

図 3 学習シナリオ 

 
平成 28 年前期の研究代表者が担当する留
学生向けの CALL 教室授業での授業内で新
システムで 2 回目の評価実験を行った。事
前事後テストの結果より学習効果は検出さ
れたが、授業外でのシステム活用が期待ほ
どではなかった。評価実験の結果は 2016 年
12 月ボンベイで開催された国際会議
ICCE2016 にて「AETEL: Supporting Seamless 

Learning and Learning Log Recording with 

e-Book System」と題して発表(㉑)。さらに
本研究の日本語論文として日本教育工学会
論文誌に投稿済みで採択結果待ちである。 
  さらには当初の研究計画にはなかった
が、最近特に注目されている教育ビッグデ
ータを活用すべく、ラーニングアナリティ
クスの手法を用いてシステムに蓄積された
ログを分析し、学習者に適切なコンテンツ
を推薦するシステムを開発し、学習者に学
習機会を増やすという成果を上げることが
できた。その結果は 2017 年 3 月バンクーバ
ーで開催された国際会議 LAK2017 にて
「Learning Analytics in a Seamless Learning 

Environment」と題して口述発表を行った
(㉓)。 
4) 広報活動 
i)2014 年 12 月 1 日及び 3 日奈良県新公会
堂(現奈良春日野国際フォーラム)に於いて
開 催 さ れ た 国 際 会 議 ICCE2014 で の
Interactive Event でシステムを紹介し参加
者に利用してもらった。(参加者 11 名) 
ii) 2016 年 10 月 19 日大阪大学吹田キャン
パスサイバーメディアコモンズに於いて台
湾 の 研 究 者 と 共 に ワ ー ク シ ョ ッ プ
「 International Workshop on Cultivating 

E-Learning in  the Age of Mobile 

Connectivity」を開催し、研究成果の発表お
よび研究情報交換を行った。(参加者 13 名) 
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